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議

会

だ

よ

り

昭
和
四
十
四
年
第
一
回
定
例
議
会
招
集

会
期
一
一
一
朗
＝
卓
…
十
二
品

遠
賀
町
第
一
回
嚢
蚕
は
去
る
一

月
二
十
七
日
招
集
さ
れ
、
二
月
十
日
ま

で
会
期
十
一
百
聞
で
次
の
強
震
が
番
頭

さ
れ
ま
す
。
（
一
月
三
十
一
日
現
在
）

強
案
第
一
号

昭
和
四
十
二
年
瑳
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
嬢
入
歳
出
決
鋒
認
定

（
水
道
会
計
を
除
く
）

（
地
方
自
治
法
第
二
三
三
条
の

規
定
に
よ
る
）

激
寮
第
二
号

一
般
職
々
貝
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

（
人
疎
匿
璽
ロ
に
塞
い
て
七
月
一

目
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
実
施
）

強
襲
第
三
号

議
会
議
員
の
報
酬
及
び
醤
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

欒
第
四
号

特
別
職
々
風
で
常
勤
の
も
の
の
拾

与
奪
に
関
す
る
条
例
の
一
都
改
正

琵
窮
五
号

教
育
費
会
教
育
長
の
給
与
及
び

勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

纂
六
号

昭
和
四
十
三
年
度
一
触
套
計
補
正

予
算

纂
七
号

昭
和
四
十
三
年
度
遠
賀
町
特
別
会

改
国
民
欝
蟹
襲
矯
正
予
算

譲
葉
第
八
号

昭
和
四
十
三
年
度
遠
賀
町
か
露
共

済
脳
薬
純
正
予
算

欒
第
九
号

屯
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

会
期
自
選

5
0
日
　
開
会
、
譲
葉
上
程

理
由
説
明

3
1
目
　
薬
掘
喬
の
た
め
休
会

⊥
日
　
　
ク
∴
∴
一
ク

2
日
　
　
　
ク
∴
∴
－
ク

3
日
　
葉
に
対
す
る
質
疑

4
日
　
議
案
に
対
す
る
質
疑

委
員
会
付
龍

一
轄
厨
通
告
特
擾
出

付
薬
賞
金

クク

一
般
質
問

休
会

委
員
長
報
告
、
貿
壁
．
討
論

採
決
　
閉
会

〝
災
害
か
ら
町
民
を
守
る
消
防
団
〟

昭
和
四
十
四
年
消
防
出
初
式
挙
行

本
町
消
防
団
は
去
る
一
月
十
五
日
午

前
九
時
か
ら
遠
賀
中
学
校
体
育
館
に
お

い
て
団
風
一
四
九
名
が
出
動
し
、
県
及

び
郡
内
各
町
の
消
防
関
係
者
、
町
内
外

の
来
賓
多
数
の
参
列
を
仰
い
で
厳
粛
且

つ
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
生
憎
の
雨
天
の
た
め
平
素
訓

練
さ
れ
た
分
列
行
進
、
小
隊
訓
練
、
ポ

ン
プ
操
法
等
を
接
辞
す
る
こ
と
が
出
来

ず
団
員
一
同
を
落
胆
さ
せ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
感
謝
状
、
表
彰
状
の
授

与
が
行
な
わ
れ
て
昭
和
四
十
四
年
出
初

式
を
終
了
し
ま
し
た
。

鶉
状
、
表
彰
状
授
与
者
は
次
の
と

お
り
で
あ
り
ま
す
。
（
敬
称
省
略
）

「
福
岡
県
梢
陽
陸
金
蔓
袋
形

○
防
火
施
設
普
及
功
労
者

鬼
浮
区
長
　
衆
∴
∴
∴
新

○
永
年
動
馨

動
壁
千
五
年

第
一
分
団
々
貝水

上
　
近

二
十
牢

固
本
誌
副
団
長石

松
　
俊
彦

王
墓
T

第
一
分
団
々
員柴

田
　
三
郎

○
優
良
団
員

二
、
県
消
防
能
会
遠
賀
支
部
長
表
彰

第
一
分
団
々
貝
井
上
　
博
文

第
二
分
団
班
長
　
舛
添
　
八
郎

三
、
遠
賀
町
長
表
彰

○
自
治
消
防
功
労
者

第
一
分
団
姪
長

第
一
分
団
姦
長

第
一
分
団
々
貝

第
二
分
団
々
貝

第
二
分
団
々
貝

第
三
分
団
々
貝

第
三
分
団
々
風

墾
二
分
団
々
貝

植
木
　
友
行

今
田
　
撥
弘

吉
田
　
正
信

高
山
　
国
光

池
田
　
結
構

吉
岡
　
謹
厳

筋
田
　
良
秀

仲
山
　
敏
治

鬼
湛

○
防
火
協
力
者

広
渡

広
汲

広
漠

吉
浦
∴
芳
美

水
上
八
千
代

割
田
美
代
子

柴
田
　
幸
子

四
、
消
防
団
長
表
彰

第
一
分
国
　
選
賀
川
珪

第
一
分
団
　
役
場
∴
班

第
二
分
間
　
鬼
津
∴
姓

第
三
分
団
　
浅
木
蓮
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亀
薬
に
関
係
あ
る
人
は
折
に
ふ
れ
て

「
一
体
世
界
の
薬
は
ど
う
な
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
る
こ
と
が
あ
り

ます。今
回
は
F
A
O
（
国
連
食
桂
怒
穣

関
）
欝
の
中
か
ら
特
徴
的
な
も
の
を

見
て
み
ま
し
た
。

第
一
図
の
一
農
家
当
り
耕
地
面
積
で

は
、
世
界
で
妓
も
零
細
な
農
薬
で
あ
る

く
な
っ
て
い
ま
す
。

第
三
図
と
第
一
嚢
は
労
働
生
産
を
比

較
し
た
も
の
で
、
日
本
嚢
は
欧
米
に

比
べ
低
い
労
働
生
産
怪
を
示
し
、
日
本

農
薬
の
国
際
鞍
車
力
が
問
題
化
さ
れ
る

と
致
命
的
な
弱
点
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

第
四
図
は
多
肥
多
労
の
集
約
農
薬
で

化
学
肥
料
は
ど
れ
く
ら
い
使
わ
れ
て
い

る
か
を
衰
わ
し
た
も
の
で
、
日
本
農
薬

0

－

1

．　　メ欧

　

ア

西
　
東
　
北

は
狭
い
土
地
の

鴨
　
う
え
で
零
細
で

票
㌍
露

語
と
い
う
遊
撃

し
ょ
う
か
。

．－．．　そのはか注

改
良
進
歩
と
、
多
肥
多
労
の
代
名
詞
が

つ
い
て
土
地
生
塵
蛙
を
伸
は
し
て
い
ま

る
と
日
本
農
薬
は
如
何
に
多
肥
多
労
農

発
で
あ
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。

一
方
農
業
機
械
化
は
各
国
（
後
進
国

を
除
く
）
と
も
本
格
的
ト
ラ
ク
タ
ー
を

中
心
に
行
な
わ
て
い
て
、
日
本
の
よ
う

に
自
動
新
森
機
は
特
殊
ケ
ー
ス
と
い
え

ま
す
が
、
今
や
ト
ラ
ク
タ
ー
段
階
に
入

り
つ
つ
あ
り
田
植
駿
の
改
良
と
コ
ン
バ

イ
ン
も
「
日
本
型
の
開
発
が
と
く
に

稲
作
に
つ
い
て
必
要
で
あ
る
こ
と
が
痛

感
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
日
本
は
ま
さ
し
く
化
学
肥
料

王
国
で
日
本
の
薬
は
地
力
を
収
奪
し

て
化
学
肥
料
で
補
っ
て
い
ま
す
が
、
も

う
少
し
「
地
力
の
ゆ
と
り
」
を
も
た
せ

黛
を
永
久
に
続
け
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

農
林
省
福
岡
続
計
網
査
鎚
鑓
所

北
九
州
揉
前
艶
区
統
計
閲
盤
官

金
　
子
　
彦
　
二

％
0
0
　
5
0
　
0
0
　
5
0
0
0
　
的
∴
0
0
ー
約
　
〇

・
4
　
3
　
　
ヽ
う
ー
ー
9
－
2
　
1
　
＿
ユ
ー

し
い
た
げ
栽
培
請
習
会
開
催
に
つ
い
て

近
年
し
い
た
げ
栽
培
は
盛
ん
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
樹
踵
の
選
定
、
又

栽
培
方
法
等
基
礎
的
蕊
に
つ
い
て
左
記
の
と
お
り
読
替
会
を
開
催

致
し
ま
す
の
で
多
数
御
出
席
下
さ
い
。

渇

一
、
日
時
　
二
月
十
八
日
　
午
後
一
時

一
、
場
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

一
、
諮
前
　
人
播
戴
菱
所
蜜
課
∴
棍
粟
按
師
　
黒
木
接
師

向
、
遜
駒
を
注
文
さ
れ
て
い
る
方
は
二
月
二
十
日
後
滋
経
済
課
指
導

係
に
て
お
渡
し
致
し
ま
す
。
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

本
年
度
建
投
の
町
営
住
宅
の
入
居
者

を
次
の
要
領
で
藁
し
ま
す
か
ら
詩
聖

者
は
は
や
め
に
申
込
み
下
さ
い
。

一
、
町
営
住
宅
の
表
示

1
所
在
　
遠
賀
町
史
生
涯

2
桜
通
及
び
戸
数
第
二
謡
住
宅
（

木
造
平
家
）
一
〇
戸
（
二
戸
建
玉

棟
）
二
戸
当
り
床
面
聾
三
÷
二

一
平
方
㍍
（
六
雫
四
・
五
壁
、

炊
轍
蔑
、
錫
駐
）

3
家
賃
　
月
　
三
、
二
8
円

二
、
入
居
資
格

1
町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を
有

す
る
こ
と
。

2
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

3
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
者
。

4
次
に
掲
げ
る
基
準
の
収
入
が
あ
っ

て
独
立
の
生
活
を
営
み
国
説
お
よ

び
地
方
税
の
滞
納
が
な
く
、
家
賃

お
よ
び
敷
金
を
支
払
う
能
力
奏
者

す
る
者
。

◎
舞
〓
種
住
宅
収
入
基
準
額

は
入
居
の
申
込
み
を
し
た
日
に
お
い

て
二
万
四
千
円
以
下
で
あ
っ
て
世
帯

主
と
現
に
団
居
し
、
ま
た
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
の
過
去
一
年
間
に
お

け
る
新
穂
窺
法
の
所
縁
金
額
の
計
算

に
準
じ
て
算
出
し
た
金
額
を
、
十
二

で
除
し
た
金
額
の
合
計
か
ら
接
捷
親

族
一
人
に
つ
き
二
千
円
を
拉
除
し
た

額
を
い
う
。

三
、
申
込
方
法

申
込
密
（
財
政
係
に
て
塾
傭
）
に
必

要
な
秘
境
を
記
入
し
、
住
民
票
謄

本
、
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
所
得
証
明

撞
、
官
製
ハ
ガ
キ
（
申
込
者
の
住
所

氏
名
を
明
記
）
を
漆
付
し
て
財
政
係

に
提
出
下
さ
い
。

四
、
申
込
糊
問

2
月
柳
田
（
土
）
か
ら
2
月
2
8
日
（

月
）
ま
で

五
、
入
居
期
日

四
月
L
i
石
の
予
定
（
薄
類
審
査
な
ら

び
に
実
態
閲
盃
を
行
な
い
入
居
質
権

者
が
公
蔓
戸
数
を
こ
え
る
と
き
は
公

開
抽
せ
ん
の
う
え
決
定
。
な
お
こ
の

拍
せ
ん
日
時
、
拇
所
等
は
申
込
者
あ

て
通
知
し
ま
す
）

に
か
け
る
場
合

今
ま
で
は
遠
賀
川
二
二
三
、
海
老

聾
二
二
四
で
、
接
続
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
〇
九
三
の
市
外
局
番
か

ら
ダ
イ
ヤ
ル
し
な
い
と
お
話
し
が
で

き
ま
せ
ん
。

折
尾
地
殻
秘
話
局
長

避
賀
川
郵
便
局
長

雪
通
話
の
料
金

暴
露
、
露
語
と
も
に
左
の
料
金

に
な
り
ま
す
（
一
一
秀
ま
で
の
料
金
で

後
は
一
分
ま
で
毎
に
そ
の
3
分
の
1

額
に
な
り
ま
す
）

畜
産
講
習
会
（
畜
産
冬
季
大
学
）

開
催
の
お
知
ら
せ

1
養
豚
講
習
会

期
日
　
二
月
二
十
日
　
十
時
～
十
六

時

全
紡
福
岡
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

油
題
　
楽
隊
経
営
の
現
況
と
問
題
点

話
師
　
社
団
法
人
　
中
央
畜
産
会

鼓
術
主
幹
　
毛
利
忠
男
先
生

2
酪
農
講
習
会

期
日
　
二
月
二
十
六
日
十
時
～
十
六

会
場題請

師

時福
岡
区
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

今
後
の
酪
農
経
営
の
方
向

（
特
に
水
田
酪
農
）

佐
蛮
大
学
農
学
部
助
教
授

農
学
博
士
　
伊
東
勇
夫
先
生

な
お
、
各
諦
留
金
と
も
受
諾
科

一
8
円

北
九
州
市
五
区
の
電
話
が
三
月
二
日

か
ら
市
内
通
話
に
な
り
ま
す
〃
‥

石
油
ス
ト
ー
ブ
の

取
り
扱
い
は
慎
重
に

北
九
州
市
民
の
強
い
要
望
に
こ
た
え

て
、
北
九
州
市
各
局
の
合
鋒
僻
を
す

す
め
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
三
月
二
日

午
前
〇
時
に
合
併
い
た
し
ま
す
。

変
更
の
要
点

一
、
合
併
対
象
局

門
司
（
門
司
大
里
）
小
倉
（
西
片
野

（
八
態
（
燕
崎
、
上
海
役
、
折
尾
）

戸
畑
、
若
松
（
若
松
二
島
）
合
板
、

慮
見
、
西
谷
、
石
原
町
の
一
霊
憲

取
扱
局
。

二
、
電
話
の
か
け
方

の
北
九
州
市
内
相
互
間
（
海
老
津
、

馨
川
を
除
く
）

一
分
間
七
円
の
遊
市
内
通
話
で
あ
る

の
か
合
併
後
一
回
七
円
に
変
り
ま

す
。
審
露
の
か
け
方
は
現
在
と
お
な

じ
で
す
が
、
中
間
、
苅
田
、
福
岡
、

芦
屋
へ
は
〇
九
三
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
な

い
と
お
話
し
で
き
ま
せ
ん
。

0
海
憲
、
遠
賀
川
か
ら
北
九
州
市

に
通
話
す
る
場
合

従
来
通
り
加
入
者
は
「
即
時
」
と
変

法
政
磐
に
つ
け
る
と
、
小
倉
市
外

局
の
即
時
に
接
続
さ
れ
、
市
内
の
相

手
加
入
者
を
呼
び
出
す
こ
と
に
な
り

ます。
の
北
九
州
市
か
ら
海
老
津
、
遠
賀
川

冬
の
火
車
の
原
因
の
車
で
も
高
い
位

置
を
占
め
る
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
使
い
方

を
も
う
一
度
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し

ょう。1
注
掌
る
時
は
必
ず
火
を
と
め

て
か
ら
。
油
を
〈
れ
た
ら
注
油
口

の
ま
わ
り
な
ど
も
よ
く
ふ
い
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
こ
ぼ
れ
た
油
が
ス

ト
ー
ブ
の
熊
で
気
化
し
て
、
引
火

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

2
火
の
つ
い
た
ま
ま
動
か
さ
な
い
こ

と。石
油
ス
ト
ー
フ
は
詩
ち
運
び
で
き

る
の
で
、
つ
い
火
の
つ
い
た
ま
ま

動
か
し
た
く
な
る
も
の
で
す
か
、

つ
ま
ず
い
て
、
ス
ト
上
フ
を
落
し

た
り
、
倒
し
た
り
し
て
石
油
に
引

火
し
て
は
た
い
へ
ん
で
す
。

3
ス
ト
」
フ
の
上
の
や
か
ん
や
鍋
に

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
穀
立
っ
て

ふ
き
こ
ぼ
れ
る
と
火
が
急
に
大
き

く
な
っ
て
危
険
で
す
。

4
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
赤
ち
ゃ
ん
の
い

る
お
宅
で
は
、
ス
ト
ー
ブ
の
回
り

に
さ
く
な
ど
の
く
ふ
う
を
お
忘
れ

なく。
赤
ち
ゃ
ん
が
大
や
け
ど
し
て
か
ら

で
は
取
り
返
し
が
つ
き
ま
せ
ん
。

5
石
油
ス
ト
上
フ
の
近
く
に
は
必
ず

消
火
器
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
と
き
に
は
中
味
を
取
り
か
え

で
、
万
一
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。
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今
月
は
固
定
資
産
読
第
四
期
分
の
納
期
で
す

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

納
期
限
　
二
月
二
十
五
日
（
火
）

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

三
月
一
日
～
三
月
二
十
日

香
港
カ
ゼ
予
防
授
種
に
つ
い
て

十
一
月
申
旬
に
町
で
実
施
し
ま
し
た

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
馨
っ
げ

で
い
な
い
方
は
、
町
内
の
医
院
で
香
港

カ
セ
の
予
防
猿
誓
行
な
っ
て
い
ま
す

の
で
希
望
者
は
一
日
も
早
く
護
証
さ
れ

る
よ
う
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
念
の
た
め
申
漆
へ
ま
す
町
内

の
保
育
園
、
‥
認
闇
、
小
学
校
、
中
学

校
生
徒
は
香
港
カ
ゼ
の
予
防
接
種
ほ
う

け
て
お
り
ま
す
。

昭
和
四
十
四
年
度
の
国
費
蛮
課
税

台
暖
表
差
記
の
と
お
り
関
係
者
の
絞
藍

に
供
し
ま
す
の
で
、
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
台
腹
は
、
昭
和
四
十
四
年
譜
薗

露
産
税
（
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産

）
を
轢
税
す
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
も

の
で
す
か
ら
こ
の
縦
艦
期
間
中
に
ム
巌

を
確
め
て
下
さ
い
。

な
お
、
台
腰
の
内
容
に
つ
い
て
、
不

服
が
あ
る
録
合
は
、
三
月
一
日
か
ら
三

月
三
十
日
の
問
に
塁
の
申
出
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

語

一
、
綬
鷲
の
期
間

三
月
百
三
一
月
二
十
日

毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で
（
土
曜
日
の
午
後
及
び

日
曜
日
を
除
く
）

二
、
欝
の
場
所
遠
賀
町
役
場
財
務
誤

読
移
係

胃
の
検
診
申
し
込
み
に
つ
い
て

ガ
ン
は
、
い
ま
ま
で
は
不
治
の
病
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
早
期
に
発
見
し
て

海
燕
す
れ
ば
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
に
一
回
か
二
回
、
胃
の
検
診
を
愛
け

て
安
心
し
て
楽
し
い
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
検
診
日
時

三
月
十
三
日
午
前
九
時
～
五
年
ま
で

一
、
場
所
　
町
公
民
館
前
。

一
、
検
診
の
受
玖
署
数
　
四
十
五
名
。

一
、
主
催
　
日
本
赤
十
字
社
巡
回
検
診

班一
、
検
診
料
　
四
8
円
は
申
し
込
み

の
撰
、
役
場
稜
余
儀
で
整
調
い
た
し

ます。
一
、
申
し
込
み
場
所
　
役
場
住
民
課
社

会係。
一
、
申
し
込
み
期
間
一
万
十
五
日
以

降。

（
但
し
四
十
五
名
ま
で
）

所
得
税
の
確
定
申
告
及
び

事
業
税
の
申
告
に
つ
い
て

①
申
告
期
限

三
月
十
五
日
（
土
）
ま
で

①
遠
賀
町
で
の
受
付
日
時

二
月
二
十
六
日

十
時
～
十
六
時

○
但
し
営
業
、
そ
の
他
の
所
得
者
の

み。
○
農
薬
所
得
者
は
別
途
に
町
税
務
係

か
ら
通
知
し
ま
す
。

①
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い人。
昭
和
四
十
一
一
華
中
の
所
得
金
額
が

「
三
七
、
五
8
＋
配
偶
蕾
控

除
額
＋
扶
薬
控
除
額
」
よ
り
多
い

人。
④
確
定
申
告
を
す
れ
ば
税
金
が
戻
る

人。ア
給
与
所
得
や
露
の
あ
る

人
で
雑
損
壇
除
、
匪
簾
寝
際
叉

は
寄
付
金
馨
っ
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
。

イ
給
与
所
得
者
で
昭
和
四
十
三
年

の
中
途
で
退
職
し
そ
の
後
、
就

職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末
調
整

を
っ
け
な
あ
っ
た
人
。

ウ
予
定
細
説
を
し
て
い
る
人
で
申

纂
額
が
予
定
納
税
額
よ
り
少

ない人。

巡
回
交
通
事
故
相
談

二
月
十
八
日
（
火
）
小
竹
町
　
　
　
　
　
婁
）

九
時
～
十
六
時
（
鴛
塞
議
窒
）
　
　
二
月
二
十
日
（
木
）
行
橋
市

二
月
十
九
日
（
水
）
大
牟
田
市
　
　
　
　
十
時
～
十
六
時
（
市
長
会
館
）

九
時
～
十
六
時
（
市
役
所
会
議

遠
賀
川
駐
在
所
電
話
番
号

九
六
番
に
変
わ
る

本
年
一
月
十
六
日
か
ら
遠
賀
川
駐
在
　
九
六
番
を
利
用
し
て
下
さ
い
。
な
お
、

所
の
鐙
馨
号
が
九
六
に
変
わ
り
ま
し
　
繋
蟹
件
は
今
ま
で
ど
お
り
一
一
〇
番

た
。
急
が
ぬ
問
い
合
せ
、
相
談
な
ど
は
　
に
か
け
て
下
さ
い
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を

縦
覧
に
供
し
ま
す

一
月
十
日
現
在
で
調
製
す
る
遵
費
町

農
薬
責
会
欝
愚
挙
人
名
簿
が
で
き

ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
馨
に
供

し
ま
す
。

こ
の
名
籍
は
、
先
勝
整
出
さ
れ
た
申

請
雷
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
も
の
で
す

が
、
溺
載
も
れ
や
誤
鼓
が
な
い
か
読
め

て
く
だ
さ
い
。

画

一
、
離
艦
期
間

二
月
二
十
日
か
ら

三
月
八
日
ま
で

毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で

一
、
欝
の
頼
扉

遠
賀
町
役
域

T
　
～
．香

典
返
し

・
－
山
十
∴

次
の
方
々
か
ら
町
社
会
福
祉
協
磐

に
ご
寄
付
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に

議
上
を
催
っ
て
覆
さ
せ
て
い
た
だ
き

ます。

一
、
金
一
封

故
永
田
重
一
様
　
香
典
返
し

千
代
丸
　
永
田
　
安
男
殿

故
原
田
薄
板
　
蕾
透
し

広
漠
　
原
田
キ
ー
介
殿

故
石
松
タ
イ
梯
　
襲
返
し

尾
崎
　
石
松
　
方
別
殿

㌻
て忘

れ
も
の

・
子
守
†
エ
ー
言
…
∵
言

昨
年
十
二
月
初
旬
に
役
掲
庁
舎
内
土

木
課
茎
に
左
記
の
物
を
随
喜
忘
れ
た
方

は
至
急
申
し
出
で
て
下
さ
い
。

品
名
　
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ー
ト

色
　
う
ず
茶
色

寸
法
　
申

所
持
品
　
（
丸
相
）
領
収
捻

U
T
2
0
0


